
平成１６年度 第３種技術委員会の運営 

 

１．組 織 

◇県技術委員会 （3 種関係抜粋） 

  技術委員長  深澤 一とも（韮崎高校） 

   副委員長  岩崎 雄治 （甲府東高校）    総務部会長 

  副委員長  田辺 裕造 （ルーデンス SC）   強化育成部会長 

   副委員長  皆川 新一 （フォルトゥナ SC）  指導者養成部会長・3種技術委員長 

    委員   秋山 雅門 （甲府西中学校）   国体強化担当 

    委員   山田 厚一 （明野中学校）    強化育成 

   委員   有泉 透  （韮崎西中学校）   指導者養成・3種委員長 

委員   飯野 敦  （韮崎東中学校）   強化育成 

    委員   石川 忠史 （甲府南中学校）   GK プロジェクト 

    委員   佐野 一記 （大月東中学校）   指導者養成 

    委員   土橋 功  （ヴァンフォーレ甲府）指導者養成副部会長 

    委員   松田 啓介 （ヴォルケーノ）   強化育成 

 

◇第 3種技術委員会 組織表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術委員会 

   《Ｕ１３》 

監督   土橋 功 

 

ｺｰﾁ     飯野 敦 

     今野 嘉昭 

       高岡 健 

     松田 啓介 

ＧＫ    有泉 透 

 

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 有泉 透 

   《Ｕ１４》 

監督   佐野 一記 

 

ｺｰﾁ    田中 富久 

     野澤 克美 

     古屋 和也 

     松浦 浩生 

ＧＫ    石川 忠文 

 

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 山田 厚一 

 

   《Ｕ１５》 

監督   津金 直樹 

 

ｺｰﾁ    島口 浩二 

     戸田 憲和 

     阿井 達也 

     志村 泰史 

ＧＫ    石川 忠史 

交流派遣 穴水 忠彦 

     小泉 圭二 

 

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 田辺 裕造 

                《指導者養成》 
土橋 功   田辺裕造   山田厚一   佐野一記   有泉 透   皆川新一 

 



２．カテゴリー別の活動内容 

 ◎Ｕ１３  目標大会：現在検討中 

       ・各地域ＴＣ担当者とコミュニケーションをとり、選手の状況等を把握しておく。 

       ・地域ＴＣ交流大会を主催する。 

       ・県Ｕ１３／１２ＴＣ交流練習会を主催する。 

       ・Ｕ１２大会（埼玉国際選抜大会、浦和招待、関東選抜フジパンカップなど）の視察、

交流指導 （第４種技術部との連携） 

 ◎Ｕ１４  目標大会：（前期）８月 神奈川招待選抜大会 

             （後期）１月 プーマカップ 

       ・各目標に向けて選手の選考、分析、トレーニング計画作成、実施。 

・選手への働きかけ  狭間の世代で、生ぬるい状態になりがちなので、選手それぞ

れに課題を与え、意識レベルの高い中での自主性を促す。 

       ・Ｕ１３・１５担当スタッフとの連携  Ｕ１３選手の引き上げ 

 ◎Ｕ１５  目標大会：（前期）８月 浜松招待選抜大会 （15 日～17 日） 

             （後期）１月 関東交流地域選抜大会 （3 日～5日） 

       ・各目標に向けて選手の選考、分析、トレーニングの計画作成、実施 チーム作り 

（3 年間の集大成） 

       ・後期はＵ１６との交流試合開催（例：高校 1年生大会参加） 

       ・Ｕ１４・１６担当スタッフとの連携  Ｕ１４選手の引き上げ 

・Ｕ１６大会（2月千葉県内）への選手･コーチ派遣   

 

◇各地域担当者 

  甲府 中巨摩 北巨摩韮崎 東山東八 都留大月北郡 吉田南都留 

石川 忠史 

(甲府南中) 

田中 富久 

(白根御勅使中) 

山田 厚一 

(韮崎 SC) 

高山 洋平 

(ﾙｰﾃﾞﾝｽ SC) 

志村 泰史 

(ｳﾞｧﾘｴ都留) 

松浦 浩生 

(FC ラーゴ) 

 

◇２００４年トレセン活動の強化ファクター 

                         

                      ○指導者の見る目、声掛け、トレーニングの質、 

ゲームでの分析・ベンチワーク・・･一つひとつ

が選手への与える影響 → 大 

                       

 

                      ゆえに選手へ、Ｇｏｏｄで大きな影響を与える為
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

 

 

１．指導者の養成・強化・資質向上 
『グッドオーガナイザーになろう！』 
効果的指導の知識を習得する。 
《学ぶことをやめたら、教えることをやめ

なければならない！！》 

 

２．選手の強化・育成 
『変化を感じよう！ 変化に対応しよう！！』

 観て判断することの大切さをベースに、味方･

相手・スペース等の変化に合わせたプレーを選択

できるようにする。 

選 
手 
へ 
還 
元 


